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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】軟便を抑制できる便調整機能を有するとともに 
冬虫夏草による健康増進効果を発揮できる動物用補助食 
品を提供する。
【解決手段】冬虫夏草粉末と竹繊維チョップドストラン 
ド粉末とを含有し、冬虫夏草粉末として、サナギタケ、 
ハナサナギタケ、コナサナギタケ、又はウスキサナギタ 
ケを菌種とし、蚕の蛹の組成成分を主成分とする培地を 
用いて培養した冬虫夏草であり、竹繊維チョップドスト 
ランド粉末として、加圧混錬された竹材が膨潤拡散され 
て細胞壁を形成するセルロース及びヘミセルロースをリ 
グニンより解離させた解繊状の竹繊維チョップドストラ 
ンドを用いた動物用補助食品。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 動 物 用  
補 助 食 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 冬 虫 夏 草 粉 末 と し て 、 サ ナ ギ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 コ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 又 は ウ ス キ  
サ ナ ギ タ ケ を 菌 種 と し 、 蚕 の 蛹 の 組 成 成 分 を 主 成 分 と す る 培 地 を 用 い て 培 養 し た 冬 虫 夏 草  
で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 動 物 用 補 助 食 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と し て 、 加 圧 混 錬 さ れ た 竹 材 が 膨 潤 拡 散 さ れ て 細  
胞 壁 を 形 成 す る セ ル ロ ー ス 及 び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を リ グ ニ ン よ り 解 離 さ せ た 解 繊 状 の 竹 繊 維  
チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 用 い た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 動 物 用 補 助 食 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 動 物 用 補 助 食 品 が 排 便 消 臭 機 能 を 備 え た  
こ と を 特 徴 と す る 動 物 用 便 調 整 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 サ ナ ギ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 コ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 又 は ウ ス キ サ ナ ギ タ ケ を 菌 種 と し 、 蚕  
の 蛹 の 組 成 成 分 を 主 成 分 と す る 培 地 を 用 い て 冬 虫 夏 草 を 培 養 す る 培 養 工 程 と 、
加 圧 混 錬 さ れ た 竹 材 が 膨 潤 拡 散 さ れ て 細 胞 壁 を 形 成 す る セ ル ロ ー ス 及 び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を  
リ グ ニ ン よ り 解 離 さ せ た 解 繊 状 の 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 製 造 す る 製 造 工 程 と 、
前 記 培 養 工 程 で 培 養 し た 前 記 冬 虫 夏 草 を 粉 砕 す る 冬 虫 夏 草 粉 砕 工 程 と 、
前 記 製 造 工 程 で 製 造 し た 前 記 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 粉 砕 す る 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス  
ト ラ ン ド 粉 砕 工 程 と 、
前 記 冬 虫 夏 草 粉 砕 工 程 で 粉 砕 し た 冬 虫 夏 草 粉 末 と 前 記 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 砕 工  
程 で 粉 砕 し た 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と を 混 合 す る 粉 末 混 合 工 程 と
を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 動 物 用 補 助 食 品 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 物 用 補 助 食 品 、 動 物 用 便 調 整 剤 、 及 び 動 物 用 補 助 食 品 の 製 造 方 法 に 関 す る  
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 冬 虫 夏 草 は 、 昆 虫 に 寄 生 す る キ ノ コ の 総 称 と し て 用 い ら れ る こ と が 多 い が 、 子 嚢 菌 類 、  
バ ッ カ ク 菌 目 、 バ ッ カ ク 菌 科 の 一 属 に 位 置 づ け ら れ て い る 。
　 冬 虫 夏 草 は 、 も と も と 子 嚢 菌 類 麦 角 菌 科 フ ユ ム シ ナ ツ ク サ タ ケ が 鱗 シ 目 な ど の 昆 虫 の 幼  
虫 、 特 に コ ウ モ リ ガ に 寄 生 し て そ の 体 内 に 菌 核 ・ 子 実 体 を 生 じ た も の を い い 、 古 来 よ り 漢  
方 の 秘 薬 と し て 珍 重 さ れ て い る 。 ま た 、 日 本 で は 昆 虫 や ク モ な ど に 寄 生 し た 茸 の 仲 間 を 冬  
虫 夏 草 と 呼 ぶ の が 一 般 的 で あ り 、 セ ミ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 カ メ ム シ タ ケ な ど 、 ２ ５ ０  
種 が 生 息 す る と い わ れ て い る 。
　 近 年 の 研 究 に よ れ ば 、 冬 虫 夏 草 に は 、 中 枢 神 経 へ の 作 用 （ 鎮 静 作 用 ） 、 免 疫 系 へ の 作 用  
、 血 管 へ の 作 用 （ 動 脈 硬 化 予 防 ） 、 滋 養 強 壮 作 用 、 血 糖 降 下 作 用 な ど が あ る と 報 告 さ れ て  
お り 、 特 に 制 ガ ン 剤 と し て の 利 用 が 期 待 さ れ て い る 。
　 特 許 文 献 １ に は 、 冬 虫 夏 草 の 抽 出 物 に は 、 ガ ン 細 胞 に 対 す る 増 殖 抑 制 活 性 、 リ ン パ 細 胞  
に 対 す る 免 疫 賦 活 活 性 、 及 び 抗 酸 化 活 性 が 認 め ら れ る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
　 と こ ろ で 、 冬 虫 夏 草 は 、 犬 な ど の 動 物 に も 効 果 が 高 い 。
　 図 ２ は 、 犬 に 対 す る 抗 癌 効 果 を 示 し て い る 。
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　 ９ 歳 の 雄 の ヨ ー ク シ ャ ー テ リ ア に 腫 瘍 が 見 つ か っ た 事 例 で あ る 。 病 院 で は 手 術 に よ る 摘  
出 を 進 め ら れ た が 、 冬 虫 夏 草 の 給 餌 開 始 か ら １ か 月 経 過 時 点 で 腫 瘍 の 拡 大 が 停 止 し た こ と  
か ら 、 更 に ２ か 月 給 餌 を 継 続 し た 。 冬 虫 夏 草 給 餌 か ら ３ か 月 経 過 時 点 で 腫 瘍 の 明 ら か な 縮  
小 が 病 院 に て 確 認 さ れ 、 摘 出 手 術 は 行 わ な か っ た 。
　 図 ２ （ ａ ） は 冬 虫 夏 草 給 餌 開 始 時 点 で の ア セ ス ミ ン （ 株 式 会 社 メ タ ボ ス ク リ ー ン   P e e  
c h e c k ） 検 出 量 、 図 ２ （ ｂ ） は 冬 虫 夏 草 給 餌 か ら ３ か 月 経 過 時 点 で の ア セ ス ミ ン 検 出 量  
で あ る 。 こ の ヨ ー ク シ ャ ー テ リ ア は 、 １ ６ 歳 ま で 生 存 で き て い る 。
　 ま た 、 老 齢 に よ り 犬 小 屋 か ら 出 ら れ な く な っ た 犬 が 散 歩 に 出 て 歩 き 出 す な ど の 報 告 も あ  
り 、 冬 虫 夏 草 の 犬 に 対 す る 効 果 が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ５ ７ ０ ４ ５ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 冬 虫 夏 草 を 給 餌 す る と 、 ね っ と り 感 の あ る 軟 便 に な る と い う 問 題 が あ る 。 特 に  
、 ヨ ー ク シ ャ ー テ リ ア の よ う な 長 毛 種 で は 、 ペ ー パ ー で 拭 き 取 る だ け で は 不 十 分 で あ り 、  
排 便 の 都 度 、 水 で 洗 い 流 さ な け れ ば な ら な い 。
　 冬 虫 夏 草 の 給 餌 量 を 減 ら す こ と で 軟 便 は 緩 和 さ れ る が 、 小 型 の 犬 種 で は 体 重 に 対 す る 標  
準 給 餌 量 が 微 少 で あ る た め 、 標 準 給 餌 量 を 越 え る 可 能 性 が 高 い 。 例 え ば 体 重 ３ ｋ ｇ で あ れ  
ば 、 標 準 給 餌 量 は ０ ． ０ ５ ｇ で あ る 。 一 方 、 標 準 給 餌 量 を 大 幅 に 超 え て も 、 軟 便 以 外 の 不  
都 合 は 生 じ な い だ け で な く 、 毛 並 み や 毛 艶 も 良 く な り 明 ら か に 健 康 で あ る こ と が 判 別 で き  
る こ と か ら 、 健 康 面 か ら は 標 準 給 餌 量 を 越 え た 給 餌 量 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 軟 便 を 抑 制 で き る 便 調 整 機 能 を 有 す る と と も に 冬 虫 夏 草 に よ る 健 康 増  
進 効 果 を 発 揮 で き る 動 物 用 補 助 食 品 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 の 動 物 用 補 助 食 品 は 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン  
ド 粉 末 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 動 物 用 補 助 食 品 に お い て 、 前 記 冬 虫 夏 草 粉  
末 と し て 、 サ ナ ギ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 コ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 又 は ウ ス キ サ ナ ギ タ ケ を 菌 種  
と し 、 蚕 の 蛹 の 組 成 成 分 を 主 成 分 と す る 培 地 を 用 い て 培 養 し た 冬 虫 夏 草 で あ る こ と を 特 徴  
と す る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 動 物 用 補 助 食 品 に お い て 、 前  
記 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と し て 、 加 圧 混 錬 さ れ た 竹 材 が 膨 潤 拡 散 さ れ て 細 胞 壁  
を 形 成 す る セ ル ロ ー ス 及 び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を リ グ ニ ン よ り 解 離 さ せ た 解 繊 状 の 竹 繊 維 チ ョ  
ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 の 動 物 用 便 調 整 剤 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記  
載 の 動 物 用 補 助 食 品 が 排 便 消 臭 機 能 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 の 動 物 用 補 助 食 品 の 製 造 方 法 は 、 サ ナ ギ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ ギ タ ケ 、  
コ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 又 は ウ ス キ サ ナ ギ タ ケ を 菌 種 と し 、 蚕 の 蛹 の 組 成 成 分 を 主 成 分 と す る 培  
地 を 用 い て 冬 虫 夏 草 を 培 養 す る 培 養 工 程 と 、 加 圧 混 錬 さ れ た 竹 材 が 膨 潤 拡 散 さ れ て 細 胞 壁  
を 形 成 す る セ ル ロ ー ス 及 び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を リ グ ニ ン よ り 解 離 さ せ た 解 繊 状 の 竹 繊 維 チ ョ  
ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 製 造 す る 製 造 工 程 と 、 前 記 培 養 工 程 で 培 養 し た 前 記 冬 虫 夏 草 を 粉 砕 す  
る 冬 虫 夏 草 粉 砕 工 程 と 、 前 記 製 造 工 程 で 製 造 し た 前 記 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 粉 砕  
す る 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 砕 工 程 と 、 前 記 冬 虫 夏 草 粉 砕 工 程 で 粉 砕 し た 冬 虫 夏 草  
粉 末 と 前 記 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 砕 工 程 で 粉 砕 し た 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド  
粉 末 と を 混 合 す る 粉 末 混 合 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。



10

20

30

40

50

JP 2022-154392 A 2022.10.13(4)

【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 軟 便 を 抑 制 で き る 便 調 整 機 能 及 び 排 便 消 臭 機 能 を 有 す る と と も に 冬 虫  
夏 草 に よ る 健 康 増 進 効 果 を 発 揮 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ２ 】 冬 虫 夏 草 の 犬 に 対 す る 抗 癌 効 果 を 示 す グ ラ フ
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 は 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド  
ス ト ラ ン ド 粉 末 と を 含 有 す る も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 軟 便 を 抑 制 で き る 便 調  
整 機 能 及 び 排 便 消 臭 機 能 を 有 す る と と も に 冬 虫 夏 草 に よ る 健 康 増 進 効 果 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 に お い て 、 冬 虫  
夏 草 粉 末 と し て 、 サ ナ ギ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 コ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 又 は ウ ス キ サ ナ ギ タ ケ  
を 菌 種 と し 、 蚕 の 蛹 の 組 成 成 分 を 主 成 分 と す る 培 地 を 用 い て 培 養 し た 冬 虫 夏 草 で あ る も の  
で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 冬 虫 夏 草 の 安 定 し た 大 量 培 養 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 に お い  
て 、 浸 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と し て 、 加 圧 混 錬 さ れ た 竹 材 が 膨 潤 拡 散 さ れ て 細  
胞 壁 を 形 成 す る セ ル ロ ー ス 及 び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を リ グ ニ ン よ り 解 離 さ せ た 解 繊 状 の 竹 繊 維  
チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 用 い た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 細 胞 壁 の 中 に 閉 じ 込  
め ら れ て い る 成 分 を 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に よ る 動 物 用 便 調 整 剤 は 、 第 １ か ら 第 ３ の い ず れ か の 実 施 の  
形 態 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 が 排 便 消 臭 機 能 を 備 え た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、  
軟 便 を 抑 制 で き る 便 調 整 機 能 を 有 す る と と も に 便 臭 を 低 下 さ せ る こ と が で き る た め 、 特 に  
室 内 飼 育 の 動 物 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 の 製 造 方 法 は 、 サ ナ ギ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ  
ギ タ ケ 、 コ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 又 は ウ ス キ サ ナ ギ タ ケ を 菌 種 と し 、 蚕 の 蛹 の 組 成 成 分 を 主 成 分  
と す る 培 地 を 用 い て 冬 虫 夏 草 を 培 養 す る 培 養 工 程 と 、 加 圧 混 錬 さ れ た 竹 材 が 膨 潤 拡 散 さ れ  
て 細 胞 壁 を 形 成 す る セ ル ロ ー ス 及 び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を リ グ ニ ン よ り 解 離 さ せ た 解 繊 状 の 竹  
繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 製 造 す る 製 造 工 程 と 、 培 養 工 程 で 培 養 し た 冬 虫 夏 草 を 粉 砕 す  
る 冬 虫 夏 草 粉 砕 工 程 と 、 製 造 工 程 で 製 造 し た 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 粉 砕 す る 竹 繊  
維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 砕 工 程 と 、 冬 虫 夏 草 粉 砕 工 程 で 粉 砕 し た 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維  
チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 砕 工 程 で 粉 砕 し た 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と を 混 合 す る  
粉 末 混 合 工 程 と を 有 す る も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 軟 便 を 抑 制 で き る 便 調 整 機  
能 及 び 排 便 消 臭 機 能 を 有 す る と と も に 冬 虫 夏 草 に よ る 健 康 増 進 効 果 を 発 揮 で き る 動 物 用 補  
助 食 品 を 製 造 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る  
。
　 ま ず 、 解 繊 状 の 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 粉 砕 す る ま で の 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
　 竹 材 に は 、 例 え ば 、 孟 宗 竹 、 和 竹 、 又 は 笹 竹 を 用 い る 。 本 発 明 の 竹 繊 維 舗 装 材 に 用 い る  
竹 材 は 、 含 有 糖 類 量 が 減 少 す る ４ 月 ～ １ ２ 月 を 伐 採 季 節 と す る も の が 好 ま し い 。
　 ス テ ッ プ １ と し て 、 伐 採 し た 、 孟 宗 竹 、 和 竹 、 笹 竹 等 の 竹 材 を 、 ２ ｃ ｍ ～ ５ ｃ ｍ 程 度 の  
所 要 の 小 片 に 破 砕 す る 。
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　 ス テ ッ プ １ に お け る 破 砕 工 程 で 破 砕 し た 小 片 の 竹 材 は 、 加 圧 押 出 装 置 に よ り 、 少 な く と  
も そ の 内 部 圧 力 が １ ５ Ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 で 加 圧 混 練 す る （ ス テ ッ プ ２ ） 。 混 練 に は ス ク リ  
ュ ー を 用 い る こ と が で き る 。
　 竹 材 の 種 類 に よ っ て 、 硬 さ が 異 な る た め 、 竹 種 に よ り 内 部 圧 力 を 調 整 す る こ と が 好 ま し  
い 。 例 え ば 、 笹 竹 で は 、 少 な く と も １ ５ Ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 、 孟 宗 竹 で は ３ ０ Ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２

～ ５ ０ Ｋ ｇ ／ ｃ ｍ ２ と す る 。
　 ス テ ッ プ ２ に お け る 加 圧 混 練 工 程 で 加 圧 混 練 し た 竹 材 は 、 カ ッ タ ー で １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ  
の 長 さ に 裁 断 す る こ と で ミ ン チ 状 に し て 、 多 孔 な ノ ズ ル よ り 大 気 中 に 吐 出 す る （ ス テ ッ プ  
３ ） 。
　 ス テ ッ プ ３ に お け る 膨 潤 拡 散 工 程 に よ っ て 、 竹 材 は 、 硬 組 織 と 柔 組 織 と に 解 体 さ れ 、 細  
胞 壁 を 形 成 す る セ ル ロ ー ス 及 び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を リ グ ニ ン よ り 解 離 さ せ た 解 繊 状 の 竹 繊 維  
チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 得 る こ と が で き る 。
　 膨 潤 拡 散 工 程 に よ っ て 得 ら れ る 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド は 、 ３ ｍ ｍ 以 下 が ７ ３ ％ 、  
３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ が １ ７ ％ 、 ５ ｍ ｍ ～ ７ ｍ ｍ が ５ ％ 、 ７ ｍ ｍ 以 上 が ５ ％ で あ る 。
　 ス テ ッ プ １ に お け る 破 砕 工 程 、 ス テ ッ プ ２ に お け る 加 圧 混 練 工 程 、 及 び ス テ ッ プ ３ に お  
け る 膨 潤 拡 散 工 程 に よ っ て 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド が 製 造 さ れ る （ 製 造 工 程 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス テ ッ プ ３ に お け る 膨 潤 拡 散 工 程 の 後 に 、 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を 乾 燥 す る （ ス  
テ ッ プ ４ ） 。
　 ス テ ッ プ ４ に お け る 乾 燥 工 程 で は 、 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド の 水 分 率 を ５ ％ ～ ２ ０  
％ と す る 。
　 ス テ ッ プ ４ に お け る 乾 燥 工 程 の 後 に 、 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド を １ ０ ～ ２ ０ ０ ミ ク  
ロ ン の 粉 末 に 粉 砕 す る 粉 砕 工 程 を 行 う （ ス テ ッ プ ５ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 冬 虫 夏 草 の 培 養 か ら 粉 砕 ま で の 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
　 培 地 の 主 成 分 と し て 用 い る 蚕 の 蛹 は 、 繭 を 切 っ て 取 り 出 し た 生 き た 状 態 の 生 蛹 の 他 、 繭  
の 段 階 で 乾 燥 さ せ た 乾 燥 蛹 で あ っ て も よ い 。 さ ら に は 、 繰 糸 後 の 生 蛹 や 乾 燥 蛹 を 用 い る こ  
と も で き る 。 繰 糸 後 の 蛹 は 、 粗 蛋 白 質 ６ ０ ％ 、 全 窒 素 ９ ％ の ほ か 、 灰 分 、 グ リ コ ー ゲ ン な  
ど 冬 虫 夏 草 の 発 育 に 必 要 な 栄 養 成 分 が 含 ま れ て い る 。
　 蛹 を 粉 砕 し て 水 を 加 え た 培 地 は 、 高 圧 蒸 気 滅 菌 器 を 用 い て １ ２ １ ℃ で １ ５ 分 間 滅 菌 処 理  
を 行 い 、 そ の 後 自 然 冷 却 す る 。 な お 、 粉 砕 し な い 蛹 を 培 地 と し て 用 い る こ と も で き る 。 粉  
砕 し な い 蛹 の 場 合 に も 、 水 を 加 え て 高 圧 蒸 気 滅 菌 器 を 用 い て １ ２ １ ℃ で １ ５ 分 間 滅 菌 処 理  
を 行 い 、 そ の 後 自 然 冷 却 す る 。 こ の よ う に 滅 菌 処 理 し た 蚕 の 蛹 を 培 地 と し て 用 い る こ と が  
で き る 他 に 、 蚕 の 蛹 を 煮 出 す こ と で 抽 出 し た 蛹 液 を 培 地 と し て 用 い る こ と も で き る 。 蛹 液  
を 培 地 と し て 用 い る 場 合 に も 、 高 圧 蒸 気 滅 菌 器 を 用 い て １ ２ １ ℃ で １ ５ 分 間 滅 菌 処 理 を 行  
う こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 培 地 と し て 生 き た 蛹 を 用 い る こ と も で き る 。 生 き た 蛹 を 用 い る  
場 合 に は 、 滅 菌 処 理 を 行 う こ と な く 、 生 き た 状 態 で 蛹 を 培 地 と し て 用 い る （ ス テ ッ プ ６ ）  
。
　 こ の よ う に 蚕 の 蛹 の 抽 出 成 分 を 主 成 分 と す る 培 地 を 用 い て 培 養 を 行 う こ と に よ り 、 昆 虫  
自 体 の 成 分 を 有 効 に 活 用 し つ つ 、 薬 理 活 性 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き 、 継 続 的 な 培 養 を  
安 定 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ ６ に お け る 培 地 製 造 工 程 に よ っ て 製 造 し た 培 地 に 、 冬 虫 夏 草 の 菌 を 植 え 付 け る  
（ ス テ ッ プ ７ ） 。
　 本 発 明 に お い て 材 料 と し て 用 い ら れ る 冬 虫 夏 草 は 、 子 嚢 胞 子 を 作 る コ ル ジ セ プ ス （ C o r  
d y c e p s 属 ） タ イ プ と 、 裸 生 の 分 生 胞 子 を 作 る イ ザ リ ア （ I s a r i a 属 ） タ イ プ の い ず れ で も  
よ い 。 例 え ば 、 コ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 サ ナ ギ タ ケ 、 ハ ナ サ ナ ギ タ ケ 、 ウ ス キ サ ナ ギ タ ケ な ど を  
用 い る こ と が で き る 。
　 ス テ ッ プ ７ に お け る 植 菌 工 程 で 用 い る 菌 に は 、 冬 虫 夏 草 の 子 実 体 に 形 成 さ れ た 子 嚢 胞 子  
又 は 分 生 胞 子 、 又 は 培 養 に よ り 得 ら れ る 二 次 胞 子 を 用 い る こ と が で き 、 菌 糸 体 を 用 い る こ  
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と も で き る 。
　 冬 虫 夏 草 の 菌 の 植 え 付 け （ 植 菌 ） は 、 滅 菌 処 理 し た 蛹 又 は 蛹 液 に 菌 を 加 え る 。 生 き た 蛹  
を 培 地 と し て 用 い る 場 合 に は 、 昆 虫 （ 蛹 ） 体 内 へ の 直 接 接 種 の 他 、 蛹 の 体 表 面 へ の 散 布 に  
よ り 行 う 。 ま た 、 幼 虫 段 階 の 蚕 を 培 地 と し て 用 い る 場 合 に は 蚕 の 餌 （ 例 え ば 桑 葉 ） へ の 散  
布 で も よ い 。
　 ス テ ッ プ ７ に お け る 植 菌 工 程 の 後 に 、 培 地 へ の 冬 虫 夏 草 の 菌 糸 形 成 及 び 子 実 体 形 成 を 促  
す 感 染 培 養 工 程 を 行 う （ ス テ ッ プ ８ ） 。
　 ス テ ッ プ ８ に お け る 感 染 培 養 工 程 は 、 菌 種 又 は 感 染 室 内 の 温 度 に よ っ て 異 な る が 、 １ か  
月 ～ ２ か 月 程 度 で あ る 。
　 ス テ ッ プ ６ に お け る 培 地 製 造 工 程 、 ス テ ッ プ ７ に お け る 植 菌 工 程 、 及 び ス テ ッ プ ８ に お  
け る 感 染 培 養 工 程 に よ っ て 冬 虫 夏 草 が 培 養 さ れ る （ 培 養 工 程 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス テ ッ プ ８ に お け る 感 染 培 養 工 程 で 子 実 体 を 形 成 し た 冬 虫 夏 草 を 乾 燥 す る （ ス テ ッ プ ９  
） 。
　 ス テ ッ プ ９ に お け る 乾 燥 工 程 で は 、 冬 虫 夏 草 の 水 分 率 を ５ ％ ～ ２ ０ ％ と す る 。
　 ス テ ッ プ ９ に お け る 乾 燥 工 程 の 後 に 、 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ミ ク ロ ン の 粉 末 に 粉 砕 す る （ ス テ  
ッ プ １ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ ５ の 粉 砕 工 程 に よ っ て 粉 砕 し た 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド の 粉 末 と  
、 ス テ ッ プ １ ０ の 粉 砕 工 程 に よ っ て 粉 砕 し た 冬 虫 夏 草 の 粉 末 と を 混 合 す る （ ス テ ッ プ １ １  
） 。
　 ス テ ッ プ １ １ に よ る 粉 末 混 合 工 程 を 経 て 本 実 施 例 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 本 実 施 例 に よ る 動 物 用 補 助 食 品 の 実 証 例 を 説 明 す る 。
　 犬 Ａ は 生 後 ７ か 月 の 雄 の 柴 犬 で 体 重 １ １ ｋ ｇ 、 犬 Ｂ は 生 後 １ ０ か 月 の 雄 の 柴 犬 で 体 重 １  
１ ． ５ ｋ ｇ 、 犬 Ｃ は ６ 歳 の 雌 の 柴 犬 で 体 重 ７ ｋ ｇ 、 犬 Ｄ は ４ 歳 １ か 月 の 雌 の 柴 犬 で 体 重 ７  
ｋ ｇ 、 犬 Ｅ は ２ 歳 ５ か 月 の 雌 の 柴 犬 で 体 重 ６ ． ５ ｋ ｇ で あ っ た 。
　 給 餌 開 始 日 か ら ７ 日 間 、 １ 日 １ 回 、 冬 虫 夏 草 粉 末 １ ｇ を ド ッ グ フ ー ド に 混 ぜ て 給 餌 し 、  
給 餌 開 始 日 ８ 日 目 か ら ４ ０ 日 目 ま で は １ 日 １ 回 、 冬 虫 夏 草 粉 末 １ ｇ と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス  
ト ラ ン ド 粉 末 １ ｇ を ド ッ グ フ ー ド に 混 ぜ て 給 餌 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 犬 Ａ に つ い て
　 給 餌 前 に は 気 に な る 症 状 は 無 か っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら ４ 日 経 過 後 か ら 軟 便 化 が 見 ら れ た  
。 給 餌 開 始 日 か ら １ ０ 日 目 で は 軟 便 化 は 見 ら れ ず 便 臭 が 低 下 し た 。 給 餌 開 始 日 か ら １ １ 日  
経 過 後 か ら 軟 便 化 は 見 ら れ ず 便 臭 が ほ ぼ 無 く な っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら １ ３ 日 経 過 後 か ら 便  
色 に 変 化 が 見 ら れ 、 給 餌 開 始 日 か ら １ ５ 日 経 過 後 か ら 便 色 が 黒 味 か ら 茶 色 に 変 化 し 始 め た  
。
給 餌 開 始 日 か ら ２ ０ 日 経 過 後 か ら 便 色 は 茶 色 で 快 便 状 態 を 継 続 し た 。 な お 、 便 臭 は ほ ぼ 無  
い 状 態 を 継 続 し て い る 。
　 給 餌 開 始 日 か ら ２ ７ 日 経 過 後 か ら ３ ５ 日 経 過 日 ま で 換 毛 期 間 で あ っ た が 、 ス ム ー ズ に 換  
毛 が 行 わ れ 、 換 毛 後 の 毛 質 は 極 め て 良 好 で あ っ た 。 ま た 、 こ の 期 間 は ８ 月 中 旬 か ら 下 旬 で  
あ っ た が 夏 バ テ も 見 ら れ ず 極 め て 良 好 な 健 康 状 態 を 維 持 し て い た 。 ま た 、 給 餌 開 始 日 か ら  
３ ５ 日 経 過 時 点 で ペ ッ ト 臭 を 感 じ な く な っ て い た 。
　 犬 Ｂ に つ い て
　 給 餌 前 に は 気 に な る 症 状 は 無 か っ た 。 便 の 状 態 、 便 色 、 便 臭 に つ い て は 、 犬 Ｂ に つ い て  
も ほ ぼ 犬 Ａ と 同 じ タ イ ミ ン グ で 同 様 の 変 化 が 見 ら れ た 。 犬 Ｂ に つ い て は 、 特 に 、 給 餌 開 始  
日 か ら ３ ３ 日 経 過 以 降 、 バ イ ク 速 度 で の 長 時 間 運 動 で も 元 気 で あ り 、 換 毛 後 の 毛 質 の 良 好  
さ が 目 立 っ た 。
　 犬 Ｃ に つ い て
　 給 餌 前 に は 夏 バ テ 気 味 で あ っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら ４ 日 経 過 後 か ら 体 調 が 良 く な り 始 め 、  



10

20

30

40

50

JP 2022-154392 A 2022.10.13(7)

給 餌 開 始 日 か ら ６ 日 経 過 後 に は 元 気 に な っ た 。
　 給 餌 開 始 日 以 降 軟 便 化 は 見 ら れ な か っ た が 、 給 餌 開 始 日 か ら １ １ 日 経 過 後 か ら 便 臭 が ほ  
ぼ 無 く な っ た 。 そ の 後 の 便 の 状 態 、 便 色 、 便 臭 に つ い て は 、 犬 Ｃ に つ い て も ほ ぼ 犬 Ａ と 同  
じ タ イ ミ ン グ で 同 様 の 変 化 が 見 ら れ た 。 給 餌 開 始 日 か ら ２ １ 日 経 過 後 に ス ト レ ス に よ る 脱  
毛 が 起 き た が 、 １ ０ 日 程 度 で 改 善 さ れ た 。
　 犬 Ｄ に つ い て
　 給 餌 開 始 時 に は 妊 娠 ２ ２ 日 目 で あ っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら ４ 日 経 過 後 か ら 軟 便 化 が 見 ら れ  
た 。 給 餌 開 始 日 か ら ７ 日 目 か ら 食 欲 が 出 始 め 、 出 産 日 （ 給 餌 開 始 日 か ら ３ ９ 日 ） の ２ 日 前  
ま で 食 欲 の 低 下 は 全 く み ら れ ず 、 妊 娠 中 の 体 調 は 良 好 で あ っ た 。 出 産 １ 回 目 及 び ２ 回 目 は  
３ 頭 を 出 産 し た が 、 ３ 回 目 は ４ 頭 で あ っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら １ ０ 日 目 で は 軟 便 化 は 見 ら れ  
ず 便 臭 が 低 下 し た 。 給 餌 開 始 日 か ら １ ２ 日 経 過 後 か ら は 便 臭 が ほ ぼ 無 く な っ た 。 給 餌 開 始  
日 か ら １ ５ 日 経 過 後 か ら 便 色 は 黒 味 が 消 え 、 給 餌 開 始 日 か ら ２ ０ 日 経 過 後 か ら 便 色 は 茶 色  
と な り 良 好 な 便 状 態 と な っ た 。
　 犬 Ｅ に つ い て
　 給 餌 開 始 時 に は 妊 娠 １ ２ 日 目 で あ っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら ４ 日 経 過 後 か ら 軟 便 化 が 見 ら れ  
た が 、 給 餌 開 始 日 か ら ９ 日 経 過 後 に は 軟 便 で は な く な っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら １ ０ 日 目 （ 妊  
娠 ２ １ 日 目 ） 頃 か ら 通 常 は 食 欲 が 低 下 す る が 、 実 証 期 間 中 （ 給 餌 開 始 日 か ら ４ ０ 日 目 ） ま  
で 食 欲 の 低 下 は 見 ら れ ず 、 前 回 出 産 時 と 比 較 し て も 明 ら か に 元 気 で あ っ た 。 給 餌 開 始 日 か  
ら １ １ 日 経 過 後 か ら は 便 臭 が ほ ぼ 無 く な っ た 。 給 餌 開 始 日 か ら １ ５ 日 経 過 後 か ら 便 色 は 黒  
味 が 消 え 、 給 餌 開 始 日 か ら ２ ０ 日 経 過 後 か ら 便 色 は 茶 色 と な り 良 好 な 便 状 態 と な っ た 。 ま  
た 、 給 餌 開 始 日 か ら ３ ８ 日 経 過 時 点 で ペ ッ ト 臭 を 感 じ な く な っ て い た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 冬 虫 夏 草 だ け を 給 餌 す る こ と に よ り 軟 便 の 傾 向 が 出 た が 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と  
竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と の 混 合 物 を 与 え る こ と に よ っ て 、 軟 便 化 が 改 善 さ れ る  
と と も に 便 臭 が 低 下 し 、 便 色 も 黒 色 か ら 茶 色 に 変 化 し は じ め 、 便 臭 が 無 く な る だ け で な く  
、 犬 臭 も 感 じ な く な っ た 。 こ の よ う に 、 軟 便 抑 制 効 果 、 排 便 消 臭 効 果 、 犬 臭 抑 制 効 果 が 認  
め ら れ た 。 ま た 、 夏 の 換 毛 に つ い て も 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末  
と の 混 合 物 を 与 え な か っ た ２ 頭 の 犬 と 比 較 し て 、 明 ら か に 抜 け が 良 く ふ け も 出 ず 、 毛 質 が  
向 上 し た 。 ま た 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と の 混 合 物 を 与 え な か  
っ た ２ 匹 の 犬 と 比 較 し て 、 夏 バ テ が な く 食 欲 も 低 下 す る こ と が な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 実 証 例 で は 、 重 量 比 で 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と を １  
： １ と し た が 、 冬 虫 夏 草 粉 末 に 対 し て 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 を １ 以 上 １ ０ 以 下  
の 比 率 と す る こ と が 好 ま し い 。 冬 虫 夏 草 粉 末 は 、 空 気 中 の 湿 気 を 吸 収 し や す く 、 昆 虫 由 来  
の 動 物 性 蛋 白 質 を 有 す る こ と か ら も 、 保 管 環 境 が 適 切 で な い と 、 ヒ ス タ ミ ン な ど の 菌 が 増  
殖 す る 可 能 性 が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 は 、 鮮 度 保 持 機 能  
や 抗 菌 作 用 を 合 わ せ 持 つ 。 従 っ て 、 重 量 比 で 、 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 を 冬 虫 夏  
草 粉 末 以 上 の 比 率 で 混 合 す る こ と で 、 仮 に 保 管 環 境 が 悪 く て も 、 菌 類 に よ る 汚 染 の 影 響 を  
受 け に く く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 動 物 用 補 助 食 品 に よ れ ば 、 軟 便 を 抑 制 で き る 便 調 整 機 能 及 び 排 便 消 臭 機 能 を 有  
す る と と も に 冬 虫 夏 草 に よ る 健 康 増 進 効 果 を 発 揮 で き る 。
　 な お 、 本 発 明 の 動 物 用 補 助 食 品 は 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 末 と  
を 混 合 し て カ プ セ ル に 入 れ た も の だ け で な く 、 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン  
ド 粉 末 と を 別 々 の カ プ セ ル に 入 れ た も の を 含 み 、 ま た 冬 虫 夏 草 粉 末 と 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス  
ト ラ ン ド 粉 末 と を 混 合 し 又 は 別 々 に ペ レ ッ ト 状 に 固 形 化 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 動 物 用 補 助 食 品 は 、 犬 、 猫 、 モ ル モ ッ ト 、 ウ サ ギ の よ う な ペ ッ ト に 限 ら ず 、 豚  
、 牛 、 馬 、 又 は ヤ ギ の よ う な 畜 産 動 物 や 人 に も 適 用 で き る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ プ １   破 砕 工 程
ス テ ッ プ ２   加 圧 混 練 工 程
ス テ ッ プ ３   膨 潤 拡 散 工 程
ス テ ッ プ ４   乾 燥 工 程
ス テ ッ プ ５   粉 砕 工 程 （ 竹 繊 維 チ ョ ッ プ ド ス ト ラ ン ド 粉 砕 工 程 ）
ス テ ッ プ ６   培 地 製 造 工 程
ス テ ッ プ ７   植 菌 工 程
ス テ ッ プ ８   感 染 培 養 工 程
ス テ ッ プ ９   乾 燥 工 程
ス テ ッ プ １ ０   粉 砕 工 程 （ 冬 虫 夏 草 粉 砕 工 程 ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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